
















































































































































































































































































図 13. ヨーゼフ・ホフマン作 戸棚








































































































ダヤ人口は、1869年に 4万人、1880年には 7万 3千人(人口の 10.1%)となり、
その後のウィーンの人口増加によりパーセンテージは減少するが、1890年には
111ウィーン世紀末文化とユダヤの人々
11万 8千(8.7%)、1900年には 14万 6千人(8.8%)、1910年には 17万 5千人
(8.6%)と、その総数は増え続けていきます。ユダヤ教徒の流入民の特徴の第一
は、1848年革命後比較的早めにウィーンにやってきたこと、そしてその中には
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図 1.『近代オーストリアの歴史と文化』
図 2, 5, 7, 16, 17, 18, 20. F. Czeike, Wien.
図 3. 増谷英樹『ビラの中の革命』
図 4, 6, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15.『ウィーン世紀末』
図 9, 21. 増谷英樹『歴史のなかのウィーン』
